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１．はじめに 

東北地方太平洋沖地震を契機に，従前にも増して

津波被害の発生防止・被害軽減に向けた取り組みは

重要性を増しており，とりわけ原子力発電所のより

一層の安全性向上のためには，津波の前兆現象・継

続状況の把握や，発電所地点に襲来する津波高さ・

到達時刻の速やかな検知・予測が有効である． 

現在，気象庁の津波予測では，県域毎の予報区，

津波高さ５区分とし，第１波の情報提供が主眼とさ

れているが，当社は，発電所地点ピンポイントにお

ける津波高さ・到達時刻を予測可能とするとともに，

第２波目以降の状況把握も可能とすることを目的に，

沖合波浪観測データを活用した津波監視・予測手法

を開発し，平成26年3月より運用を開始した． 

２．沖合波浪観測データの活用 

地震発生後の沖合における津波水位のリアルタイ

ム観測値については，国土交通省が東北地方太平洋

沖に設置している GPS 波浪計に着目し，電気事業連

合会と国土交通省とで，沖合波浪観測データの有効

活用および沿岸の電力施設の安全確保を図るための

協定を締結し，当社はデータ提供を受けることとし

た． 

発電所地点津波予測には，各種検討結果を踏まえ，

評価対象地点（女川および東通原子力発電所）周辺

の GPS波浪計データを活用した（図-1）． 

３．津波データベースの作成 

発電所地点に襲来する津波高さ・到達時刻を予測

するため，①津波断層モデルを多数設定し，そのひ

とつひとつについて②津波シミュレーションを実施

し，③GPS波浪計地点および発電所地点への津波到達

高さ・時刻を整理したデータベースを作成した． 

これにより GPS 波浪計地点に津波が到達した段階

でその挙動から，発電所地点の津波高さ・到達時刻

を即時に一定の予測幅を以って示すことを可能とし 

 

 

 

 

 

 

 

ている．具体的には，女川原子力発電所の場合， 

① 発電所への影響が想定される津波断層モデル

（図-2）を中央防災会議等の既往調査１）や阿

部・今村２），気象庁予測手法を参考に，当社独

自の津波評価に関する科学的・技術的知見も踏

まえ，5,085 ケースを設定．（東通は 4,473ケー

ス） 

② 津波シミュレーションは，図-3の計算範囲に 4  
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図-1 評価対象地点と GPS波浪計の位置関係 

図-3 津波計算領域 
（女川原子力発電所） 

図-2 津波断層モデル設定概要 
（女川原子力発電所） 



 

 

 

領域を設け，各々1350m，450m，150m，50m の格

子幅で分割し計算． 

③ 津波シミュレーション結果から，GPS波浪計位置

の津波高と換算係数（発電所位置津波高と GPS

波浪計津波高の比）の関係を整理した（図-4）． 

また，GPS波浪計位置の津波高と時間差（発電所

津波到達時刻と GPS 波浪計位置津波到達時刻の

差分）の関係を整理した（図-5）． 

４．東北地方太平洋沖地震等による妥当性検証 

 東北地方太平洋沖地震では，宮城県北部の広田湾

沖 GPS 波浪計で，15:14 に津波の第１ピーク 5.21m

を計測し，その 15分後に女川発電所で約 13mの最大

波を観測した（図-6）． 

これを今回開発した津波予測データベースに当て

はめると，予測値は，到達時刻は 13～16分後，到達

津波高 8.01～19.27mであり，実現象に近い予測結果

を示すことを確認した． 

また， GPS 波浪計津波高と換算係数および到達時

間差の関係をプロットし得られる関係式に，東北地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方太平洋沿岸に影響を与えた主な既往地震の津波計

算結果がほぼ包含されることからも，本予測システ

ムの妥当性を確認した（図-4,図-5）． 

５．まとめ 

今回開発した予測手法を基に，津波の襲来が即座

に判別可能なインターフェースを有する津波監視シ

ステムを構築し，本店および女川･東通の各原子力発

電所に配置した（図-7）． 

 今後も更なる予測精度の向上に向けた取り組みを

継続していくこととしている． 
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図-4 GPS波浪計津波高と換算係数の関係（広田湾沖） 

図-7 予測状況表示画面 

図-6 東北地方太平洋沖地震時の潮位観測記録 

図-5  GPS波浪計津波高と時間差の関係（広田湾沖）  津
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